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ALMA観測による太陽大気構造の理解

Understanding solar atmosphere by ALMA observations
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　ALMA はサイクル4からband3およびband6による太陽観測を開始した。band3,6で観測する100GHzや

240GHzの電磁波は、太陽表面では主に彩層におけるfree-free放射であり、輝度と電子温度がプランク関数で

直接関連付けられると考えられる。これまでの彩層観測では紫外線から近赤外線の吸収線を用いることが一般

的であり、これらの吸収線は非局所熱力学平衡下にあるため温度放射領域の温度の診断が困難であった。した

がって、ALMAで太陽大気構造の新たな物理診断が可能となった。 

 

　一方、ミリ波の輝度と電子温度を直接比較できるものの、太陽大気中のどの領域の放射であるかは理解され

てはいない。モデル大気や観測データを用いた彩層輝線とミリ波放射の比較は、ALMAの太陽観測開始前後か

ら行われてきた。しかし太陽大気の温度構造は多様であり、単純比較によるミリ波放射形成高度の推定は難し

い。したがって、ALMAを用いて太陽大気温度構造を理解するためには、多波長観測による構造比較と同時

に、大気構造ごとにALMA・彩層輝線双方の放射過程の理解が必要となる。 

 

　われわれは、ALMAサイクル4で観測されたプラージュ領域を詳細解析した。他の観測との比較として

Hinode/SPを用いた光球磁場、IRISによる彩層・遷移層撮像分光、SDO/AIAによる彩層およびコロナ撮像を用

いた。その結果、ALMAデータ中で時間変動している構造は彩層の音速に対応する速度を持っており、彩層に

おける現象として理解できるものの、ミリ波と彩層輝線の間で観測される構造は必ずしも対応していな

かった。本講演ではこれまで議論されてきたミリ波の形成高度を参照しながら、本研究における観測結果およ

び太陽大気モデルにおける連続光放射領域の計算結果を踏まえて、ALMAで観測する太陽が何を表しているか

を議論する。
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